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研究活動　　　　　　　　　　　各　1院掬）　1院ll励を眠覧会び）企lllli・構成［、階、1｝：1、論文］、［翻訳1、1　；ILッセイ・作ll納ll、、llなどi、
Researcl1　A・tivities　　麟ll漕鴬癩1鵬1膿警！橋蹴搾葦；～翻ll雛1繍i！聖活鋼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告であり、醤i作目録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない　ノ〈項llに絞・）た撮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告もある
大屋）隻川lMhla　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川ll雅ゴ’Masak（）KAWAGUCHI
［著二作、共著二など1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情撮資料活亜力」
睡lj象派）隻術fil’i」（共著1、共同監ll参）小”ji：館、2004年11Jl　　　　　　　　ALC　Ot：術図，ll：魚’i横断検索）への参加
1ロダン胚典．1；（共著、共lllJ監修）淡交社、2005年3月　　　　　　　　　　　　研究）iil〈料センターの公開運川
1松ノ∫十｝次郎が収集したロダン彫刻」「ロダン31f典』所収、淡交社、　　　資料コーナーおよびデジタルギャラリーの公開運川
2005年3）J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品メ、辱本データの整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独illl行政法人国しン1）箭・1サ館所蔵作11t　ltl総合lI録検索システムの公開
［ワヒ期団行牛勿］
「ll本にもたらされたロダン《カレーの市民》」『ゼフユロス』No．21、　　　　［論．文］
2004年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術館のなかの図lt｝：館：国、1五西洋）こ術館研究資料センターの活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動について」『博物館研究、1第39巻llり’（2004年11J」）、Pp．23－25
1展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「事例国i71　VLi一洋美術館．」ii』デジタルアーカイブ自書2005』、2005年3J」、
「ロダンとカリエール」展（2006年3月開催予定）の調査、企11ki、渉外　　　　　pp．4243
［講座］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］
「松ノ∫が収集したロダン彫刻」早稲川大学エクステンションセンター、　　　　シャロン・チッカンゼフ「北米）隻術図占・館ニューヨーク地区部会」「ア
2005年2月26日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ト・ドキュメンテーション研究』第12り’（2005年3川、pp．47－50
「松ノiコレクションの1　9　ILI：紀フランス絵画」㌧稲川ノご1‘：エクステンショ
ンセンター、2005年3月5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「資料コーナーについて」『ゼフユロス』第20シ弘2004年8月
1研：究調査］
「’il館所蔵のロダンのブロンズ彫刻の鋳造に関する調査」ロダン）こ術　　　　［その他の活動］
館学芸員アントワネット・ル・ノルマン＝ロマン氏、ユーグ・エルパン氏と　　　　「平成16年度図，1｝：館等職員拷二作権実務講習会」（2004｛卜8月4－611）
o））要1亘L凋査：2004｛i三6月301」、10月61：i、10月7Li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi参　J／
11　1松ノ∫コレクション関係の資料の収集と調査　　　　　　　　　　　　アート・ドキュメンテーション研究会役員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京学芸大学非常勤講lllll（「アート・ドキュメンテーション論」、2004年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10JJ－2005　i・　li3」」）
河口公生Kimio　KAWAGUCHI
謂1轍1り》修復処置、ならび1、免震化一1淵Ill，i　　彰構Aki・a　K・FUKU
ビストルフイ大理石彫刻洗浄処置　　　　　　　　　　　　　　　　　［著i胴
屋内彫刻防災対策計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ピーテル・ブリューゲル　ロマニズムとの共生』ありな，ll・：房、2005
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年3月
［絵lllli修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rembrandt　and∠）utch〃～5，0，y翫∫η，〃lg～1，〃～e　17〃’Ce．ntuty，　National
ウェイデン派《ある男のitj像》修復処置　　　　　　　　　　　　　　　Museum　of　Western　Art，2004
他糸会llhi3点
額縁3点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［LI頭発表、講演など］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「西洋美術への招待　　国、k西洋美術館の所蔵品を中心に」（全2
［タペストリー修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lriD、早稲田大学エクステンションセンター、2005年21」
E　iZゴブラン製作所《シャンボール城》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ］
［研究会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「展覧会屋のことなど」「博物館研究』（第39巻第llU－）、2004年ll月
東京国・Z文化財研究所防災研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「キアロスクーロ　ルネサンスとバロックの多色木版画」（2005イ1こ秋
版画素描作lhII点検ファイル整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催跳定）のための準備
絵plli修復室備品材料十iv］卸し整備　　　　　　　　　　　　　　　　　「英1｛cl風景画展」（仮）（2007年春開催」二定）のための準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ベルギー1泣）ご術館展」（仮）（2006年秋開催fフ芝）のための準備
［調査川張］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ブリューゲルの時代の複製版1由レーヒロエニムス・コックの版lllliHt
彫刻台座イ1製1’lil検査、lil国福建省（福り’1・D　　　　　　　　　　　　　　版活動を中心に」（科学研究費メ，繍窪研究B「16～1711i：紀における版
IIC国際会議参加（スペイン・ビルバオ）　　　　　　　　　　　　　　　1由i出版とllゴ代の受容」）
ケルン大聖堂・ミュンヘン・グリプトテークti材処理技術調査　　　　　　　東京大学人文社会系研究科兼任教授（文化資源学）
ベルリン・ボーデ博物館、ベルガモン博物館石彫刻修復部にて、石　　　　慶応大学文学剖1非常勤講師
材修復処置技術調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美争ll∫史学会常任委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美i術史．学会東支部3月例会企画運営
［クーリエ出張］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県立近代美術館作品収集委員
イタリア・トレヴィーゾ：ファン・ゴッホ作《バラ》
ホノルル：モネ作《並木道》
6
〃ll藤ll‘1：樹Naoki　SATO　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」展プロデュースと開催・運営および展覧
［展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会内容に関わる広報活動全般
「聖杯一中世の金工美術」展、カタログ・テキスト翻訳、編集補佐、　　　国立西洋美術館構内整備委員会委員長
展示2004年6月29日一8月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青lll女子短期大学非常勤講師
「ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡」展準備、2005年6月28日一9　　　いわさきちひろ絵本美術館運営委員
JJ19日開催予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県立美術館専門評価委員
「チューリヒ工科大学所蔵イタリア版画」展、準備調査、2007年春開　　　　東京国立博物館買取協議会臨時委員
催ア定
「ハンマースホイ」展、準備調査、2008年秋開催予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光正／Mitsumasa　TAKANASHI「研究・調査等］
「16－17　llt紀西欧における版画出版と古代の受容」平成15－18年度科　　　　［展覧会の企画・構成］
学研究費補助金基盤研究、「16世紀ドイツにおける版画出版と古代　　　　「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　古代ローマ
の受容収集、整理、考察」2006年発表予定、国立西洋美術館（共同　　　　人と肖像」国立西洋美術館、2004年3月2日一5月30日
研究者：幸福輝）
版llhi素描学芸員国際会議参加：lnternational　Adviso！y　Committee　　　［論文・著作］
of　Keepers　of　Public　Collections　of　Graphic　Art，　XVIHth　　　　　㎜1ぞレ7Vア0ルIA（ES－ROルfA／VIEXI！レfAGINIBVS’Ritratti　romoni　dai
Convention　at　Budapest，　June　6－10th，2002　　　　　　　　　　　　MVSEI　VA　TICANI・上記展覧会イタリア語版カタロ久2004年（編集・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共著）
［その他］
日本女f一大学文学部史学科、講座：芸術・思想「西洋美術史　　　　　［翻訳］
〈“ll’’夕’〉の表現の歴史」、2004年4月一2004年8月　　　　　　　　　　　　マリア・スフラメーリ「職人と商人の都フィレンツェ」『フィレンツェ　芸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術都市の誕生』（展覧会カタログ）、日本経済新聞社、2004年、pp．29－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36
、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンナ・ラッツィ「写本の経済学」『フィレンツェ　芸術都市の尚橋1リ1也Akiya　TAKAHASHI　　　　　　　　　　　　　　　　誕生』（展覧会カタログ）、日本経済新聞社、2004年、PP．4448
「展覧会企画・構成］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ブイレンツェー芸術都市の誕生』展カタロ久作品解説35点、日本
「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール　　光と闇の世界」国立西洋美術館、　　　経済新聞社、2004年
2005年3月81：1－5月29日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［口頭発表］
［著㍉馴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「オウィディウスの『変身譜』が変身する　アングイッラーラ訳とドル
「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール　光と闇の世界』（共著：J．－P．キュザン　　　チェ訳と絵画」東京芸術大学、2004年12月18日、科学研究費「ティン
他）、展覧会カタロク：読売新聞東京本社、2005年　　　　　　　　　　　　トレットと印刷文化」（研究代表者：越川倫明）関連研究会
［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作品調査報告等］
「文化装置としてのパリ万博」『万国博覧会の美術』展カタロ久日本　　　個人蔵旧松方コレクションの15～18世紀イタリア絵画及び素描（テン
経済新聞社、2004年、PP．174－175　　　　　　　　　　　　　　　　ペラ板絵3点および素描17点）の来歴調査及び作者同定を含む美
「伝統とモデルニテ　パリ万博と美術家たち；1855－1900」、上記展　　　術史的調査
覧会カタログPP．224－251　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚博氏寄託シモン・ヴーエ・フランチェスコ・ボッティチー二・ボニ
「闇からの声　　日本における初のラ・トゥール展を巡って」、上記展　　　　ファーチョ・デ・ピターティ他の作品の様式分析、作者についての再
覧会カタロ久pp．10－14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討および制作年代の特定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石橋財団所蔵ブリュッセル製タピスリー《ヨセブと兄たち》のボーダー
【翻訳1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の図像分析及び主題の再検討、タピスリー研究会第1回調査報告
デーヴィッド・ブレイニー一一■ブラウン著『ロマン主義』岩波書店、2004年　　　　2004年4月30日、第2回調査報告2005年1月25日
【監修］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
サラ・カー＝ゴム著「西洋美術鑑賞解読図鑑』東洋書林、2004年　　　　　『ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　占代ローマ
ジヤン・ピエール・キュザン／ディミトリ・サルモン著『ジョルジュ・ド・ラ・　　　人と肖像』展スライドトーク
トウール　再発見された神秘の画家』創元社、2005年　　　　　　　　　「保存担当学芸員研修」、東京文化財研究所、2004年7月6日一16日
「神秘のll珂家ラ・トウールの夜へ」『芸術新潮』特集、2005年3月号　　　2007年3月開催予定展覧会の準備調査
pp．14．78　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タピスリー研究会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会員
【エッセイ・作品解説など］
「聖トマス東京が安住の地に」読売新聞2005年1月1日号
距11些作品解説「ジョルジュ’ド゜ラ゜トウール《聖トマス》」「国立西洋美　　　田中正之Masayuki　TANAKA
l艦惣馳學肥ヌ．クレマンテル《太陽を背に飛ぶコウ、，　［膿の企画燃］
リの群れ》」』国立西洋美術館年報』PP．13．14　　　　　　　　　　　　　「マァイス展」国M西洋美術館・2004年9月10日一12月12日
1騰欝臨洋美術パリ万博を中心として」東京国立　臨「マティス展』カタ・久読売新聞社，、2。。4年
博物館、2004年7月24日鼎瀟甜“文化装置”としての万博」大阪市立美術館・騨1ろの彫刻におけうrプ・セス』・《背中》あるいはr醐の彫
「近代寿術と万国博覧会　パリ万博を中心として」名古屋市立美　　　　刻」『マァィス展』カタロク・PP・31－36
術館、2005年1月16日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エツセイ等］
L製作協力］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「マティスをめぐる六つの変奏」『芸術新潮』2004年11月号（聞書）
フランス博物館科学調査・修復センター製作DVD－ROM『ジョルジュ・
ド・ラ・トゥール　キリストと十二使徒』日本語版製作協力、2005年
44
1講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ島洋∫・Yoko　TERAS田MA
l、弄rイスの彫亥llにおけるプ゜セス」1曲’轍術館’2°°4年11J」　［教育i　Ogi：卿力1　，　，t　　、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術館教育のミッション　　学校との連携から」「アートフォーラム21』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vo1．lI、2005｛1｛、Pp，90，91
川辺幹之助Mikinosuke　TANABE　　　　　　　　　　　　　「観賞辛ll｝助ツール『びじゅつ一る』　その開発から改善まで」共著、
［展覧会の企画構成］　　　　　　　　　『国立酬美繍｛繊』N・・9・2°（〕5年31」・Pl・29－68
「聖杯　　lliltヒの金工美術」国立西洋美術館・2004年6月29日一8月　　　　［その他0）活動］
1511　　　　　　　　　　　　　2005イ1・Fu。with　C。11ecti。。の網，　1．、麟
曝］　　　．　　　　錫騨瀞飴」≒」榊iお蝶施・九ナトll輔物館（2°°5
『鞠…胆の鉦美術』展カタ゜ク　　　　　　　棘大獣蝋会系　）跣科1　・働教授（2（）。4・剛一、2005　fil：－3JJ）
1繊＿＿金三1二2ki　iattと銅版ptiil，　ll記カタEi　t“pp．89一欝騰聾編繍餐）獅繍請
105
［講演等］
「聖杯一中世の金工美術」展、ギャラリー・トーク　　　　　　　　　　渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE
1郷酬展」（鰍2。。7年階定）の準備　　1鰍コレクシ・ンI」．i　’）IS．o）　x’・．lrtカレ・リの1鯛・ついて」r国疏西
1日松方コレクション作品調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋美術館研究紀要』No・9・PP・（S－15
棘芸徹学非常勤講師・2°°4翁棚一2°°5年3月　　　　［書評］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「David　Landau　and　Peter　Parshall，　The　Renaissance　Print　1470－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1550」『1凡「ξ’￥”xきイホ∫イi牙うと』No．ll、pp200－07
塚田全彦Masahiko　TSUKADA
麟灘置（温湿度デー＿の設tza　6月まで）　1難撫繍ネサンスと・一クの多tc・・…｝・・Jlf1　［Mi」（2・・5
麟f＿1㎞。P＿9＿lim＿㎝脱騰漁灘灘1鵬慌叢篇瀧1：l
mate「t◎1s　and　t？囎nlques　used　inやe　paintings　of‘Pan「eal　A「t　　　の受容」（共同研究）
器n1欝脇゜濫1ξ191illl。脚灘II鵬lll　構内整備検討委員会委員
Physics“Ne且lo　Carrara”，2004，　PP．311－315
「保存科学者の役割とイタリアにおける科学者たちの文化財保存へ
の寄与」『博物館研究』VoL39、　No．ll、2004年、pp．20－22
［研究］
在外研究「近代絵画材料の非破壊的調査法に関する研究」、2004
年6月1811～同年12月18日、lstituto　di　Fisica　Apphcata“Nello
Carrara”（イタリア）、口本学術振興会特定国派遣（長期）研究者事業
による
在外研究「近代絵画材料の化学的分析に関する研究」、2004年12
H1911～2005年2月18日、Istituto　di　Fisica　ApPlicata“Nello　Carrara”
（イタリア）、および2005年2月1911～同年5月18日、University　College
London（英国）、国立西洋美術館在外研究員制度による
［調査・その他］
版画収蔵庫新設に伴う空気汚染調査（2003年度より継続、6月まで）
「聖杯　　中世の金工美術」展の展示具設営材料に関わる材質調
査
文化財保存修復学会誌編集委員
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